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６
月
18
日
（
金
）
、
「
時
を
忘

れ
る
一
日
を
」
を
テ
ー
マ
に
神
高

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
、開
催
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、２
年
ぶ
り

の
開
催
に
生
徒
た
ち
は
昨
年
の

分
ま
で
大
い
に
楽
し
み
、
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
１

日
開
催
の
た
め
、午
前
中
に
文
化

部
等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
、午
後

か
ら
は
各
ク
ラ
ス
の
展
示
に
学

年
制
作
動
画
の
上
映
と
並
行
し

て
、
有
志
の
発
表
も
行
い
ま
し

た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、生
徒
会
執

行
部
に
よ
る「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

息
の
合
っ
た
迫
力
あ
る
演
技
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

６
月
11
日
（
金
）
に
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
保

健
美
化
委
員
会
の
生
徒
20
名
で
校

内
の
溝
や
落
ち
葉
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。 

中
庭
や
武
道
場
周
辺
、
校
門
、
体

育
館
周
辺
の
溝
掃
除
を
行
い
ま
し

た
。
１
時
間
程
度
の
清
掃
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
普
段
使
用
し
て
い
る
場

所
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

溝
掃
除
は
力
仕
事
が
多
く
、
清
掃

の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
で
、
普
段
か

ら
掃
除
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

 

開
会
式
の
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、
茶
華

道
部
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
グ
ラ
ジ
オ

ラ
ス
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
テ
ッ
ポ

ウ
ユ
リ
な
ど
の
花
を
生
け
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
ス
テ
ー
ジ
に
彩

り
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て

家
庭
科
部
は
、
浴
衣
と
袴
の
着
付
け

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く

れ
、
着
付
け
が
終
わ
っ
た
時
に
は
、

と
て
も
華
や
か
な
姿
が
ス
テ
ー
ジ
を

彩
っ
て
い
ま
し
た
。 

で
は
、
１
年
生
は
ピ
ア
ノ
・
キ
ー

ボ
ー
ド
を
用
い
て
「
第
３
の
男
の

テ
ー
マ
」
を
演
奏
し
、
３
年
生
は

そ
れ
に
ド
ラ
ム
・
ホ
ル
ン
・
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
を
加
え
「S

m
o
k

e
 O

n
 

T
h

e
 W

a
te

r

」
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

午
前
の
最
後
を
飾
る
の
は
吹
奏

楽
部
。
演
奏
曲
は
「
残
酷
な
天
使

の

テ

ー

ゼ

」
「C

o
d

e
 

B
lu

e

」

「S
IN

G
, 

S
IN

G
, 

S
IN

G

」「
た

だ
君
に
晴
れ
」
。
誰
も
が
一
度
は

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
曲
の
た

め
、
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
演
奏
後
、
拍
手
と

と
も
に
生
徒
か
ら
の
ア
ン
コ
ー

ル
の
声
が
上
が
り
、
「
ヤ
ン
グ
マ

ン
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
１
年

生
の
部
員
が
曲
に
合
わ
せ
て
舞

台
前
で
ダ
ン
ス
を
踊
る
と
、
会
場

か
ら
も
手
拍
子
が
あ
が
り
一
緒

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
書
道
部
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、「
私
た
ち
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
素
晴

ら
し
い
作
品
が
で
き
上
が
り
ま
し

た
。
音
楽
選
択
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ 
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閉
会
式
で
は
各
種
受
賞

者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
短
歌

の
部
門
は
各
学
年
３
首
ず
つ

が
特
選
と
し
て
選
出
さ
れ
、
神

高
祭
の
テ
ー
マ
は
小
野
真
嗣

君
（
１
年
１
組
）
、
挿
絵
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
表
紙
を
飾
っ
た
赤

松
稀
美
さ
ん
（
３
年
２
組
）
が

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示

部
門
で
は
金
賞
が
２
年
２
組
、

映
像
で
盛
り
上
げ
た
ク
ラ
ス

に
贈
ら
れ
る

M
o
v
ie

－
１
賞

は
２
年
生
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
各
ク
ラ
ス
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
す
。
今
年

度
は
模
擬
店
が
実
施
で
き
な
い

た
め
、
各
ク
ラ
ス
で
ゲ
ー
ム
等
を

行
い
集
客
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
各
学
年
、
玉
転
が
し
や
射
的
、

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
に
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
か
ら
、
謎
解
き

に
写
真
撮
影
ま
で
様
々
な
工
夫

を
し
て
、
夏
祭
り
の
縁
日
の
よ
う

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
各
会

場
で
は
生
徒
や
先
生
が
景
品
目

指
し
て
参
加
し
、
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。 

一
方
、
体
育
館
で
は
有
志
５
組

に
よ
る
ひ
き
語
り
、
お
琴
の
演

奏
、
バ
ン
ド
演
奏
等
が
行
わ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
年
度
も
体
育
館
で
は

文
化
部
・
授
業
選
択
者
の
展
示
が

会
場
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。 

展
示
作
品
は
、
美
術
授
業
で
作

成
し
た
ア
ー
ト
、
書
道
部
・
書
道

授
業
の
作
品
、
家
庭
科
部
・
茶
華

道
部
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

見
る
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。
国
語

科
で
は
、
全
校
生
一
人
ひ
と
り
が

思
い
を
込
め
て
書
い
た
、「
人
を
愛

す
る
歌
」
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

  

 
午
前
の
ス
テ
ー
ジ
の
前

半
で
緞
帳
が
動
か
な
く
な
る

と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
閉
会

式
、
表
彰
ま
で
を
無
事
に
終

え
、
各
ク
ラ
ス
全
員
が
協
力
し

て
盛
り
上
が
っ
た
神
高
祭
は

静
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

＜一粒万倍＞６月１８日（金）、生徒たちが待ちに待った「神高祭」を２年ぶりに開催することができました。昨

年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、中止をせざるを得ませんでしたが、今年度は、例年どおり

とはいかないまでも、実施できたことに喜びを感じ、その気持ちを生徒、職員が前面に出した笑顔溢れる神高祭とな

りました。途中、緞帳が動かなくなるというハプニングもありましたが、その対応にもみんなの力を結集させ、「チ

ーム神崎」で難を乗り切ることができました。神高祭は、生徒会執行部による「南中ソーラン」の躍動感あふれる演

技を皮切りに、午前中は文化部のステージ発表、午後は各クラスの展示や学年動画の上映、有志による発表と神高祭

のサブタイトルどおり「時を忘れる 1日」となりました。中でも文化部（茶華道部、家庭科部、ボランティア部、吹

奏楽部）の皆さんと音楽選択者によるステージ発表は、日頃の部活動や授業での取り組みの成果＝『努力の花』を咲

かせた素晴らしい発表でした。 

 緊急事態宣言下での実施ということもあり、保護者の皆様、学校評議員の皆様に生徒たちの勇姿を観ていただけな

かったのは誠に残念ではございますが、ディスカバリー新聞や本校ホームページ等でご覧になっていただけると幸い

です。 

 コロナ禍で神高祭を実施するに当たり、プログラムの内容の精選を始め、大変苦労をかけました。中心となって頑

張ってくれた生徒会の皆さん、また、ご指導くださった先生方、本当にありがとうございました。 

神崎高校

の HP は

コチラ 


